
氏名 大町　公

学部担当科目

・人間論Ⅰ(一)(二)
・人間論Ⅱ(一)(二)
・人間論Ⅲ(一)(二)(三)
・倫理学概論(一)(二)
・生と死の哲学
・表現技法Ⅰ

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・
・
・
・

授業科目

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本倫理学会、関西倫理学会、日本医学哲学・倫理学会、日本リメディアル教育学会

現代日本人の死生観

初年次教育学会第４回大会（８月３１日～９月１日、久留米大学）出席

桜井市生涯学習シリーズ「奈良大学教養講座」
「『千の風』は今…」（１０月９日）

京都大学大学院文学研究科博士課程哲学（倫理学）専攻単位取得及び退学

京都大学文学修士

倫理学、死生学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学人事委員会委員長　教養部人事委員会委員長
「自己点検・自己評価報告書」作成委員会委員長
学生相談員
親睦会委員

大学院博士後期課程
担当科目

・
・
・
・

通信教育部担当科目

・人間論Ⅰ
・
・
・



共

単

④

②

⑤

①

③

④

⑤

①

③

（その他）

②

⑤

⑤

④

第７章　構成を考える、第８章　わ
かりやすい文・文章を書く、を担当

③

（学会発表）

①死生観をめぐる問題―受容
とあきらめ―

②

②

③

④

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①大学生のための表現技法
(改訂版)

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2011年4月
昨年度、依頼を受け、関西倫理学会
にて口頭発表したものを文章化した

奈良大学教養部2012年3月
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